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町
で
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
幼

児
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
３
箇
所

あ
る
町
立
保
育
所
を
１
箇
所
に
統
合
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
計
画
の
内

容
や
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
保
護
者
説
明
会
や

地
域
説
明
会
、
議
会
で
説
明
し
た
内
容
と
、

建
設
場
所
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

保
育
所
利
用
の
一
般
化
と
保
護
者
の
就

労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
未
満
児
保
育
・

一
時
保
育
・
延
長
保
育
の
需
要
が
近
年
急

増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
保
育

所
の
体
制
で
は
建
物
の
構
造
上
の
問
題
も

あ
り
、
そ
れ
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
十
分
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
就
学
前
児
童
の
育
ち
の
課
題
と

し
て
、
「
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
態
度
が

で
き
て
い
な
い
」
「
他
者
と
の
関
わ
り
が

苦
手
」
「
自
制
心
や
規
範
意
識
が
十
分
で

な
い
」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
発
育

段
階
に
応
じ
た
幼
児
期
の
教
育
と
保
育
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
財
政

的
に
厳
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
舟
形
町
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

等
し
く
保
育
と
幼
児
教
育
の
場
を
提
供
す

る
た
め
に
保
育
所
統
合
を
計
画
し
ま
し
た
。 

  

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
何
箇
所
か
の

候
補
地
の
中
か
ら
舟
形
小
学
校
西
側
に
接

し
た
場
所
に
決
定
し
、
地
権
者
の
同
意
を

得
ま
し
た
。 

 

∧
場
所
決
定
の
背
景
∨ 

（
１
）
効
率
的
な
幼
・
保
・
小
一
貫
指
導

体
制
の
構
築
が
期
待
で
き
る
た
め
。 

（
２
）
国
の
段
階
で
、
就
学
前
の
１
〜
２

年
を
義
務
教
育
課
程
に
編
入
す
る
構
想
が

検
討
さ
れ
て
い
て
、
将
来
的
に
は
当
地
区

を
児
童
福
祉
と
教
育
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
た
め
。 

（
３
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
、
体
育
館
、

駐
車
場
な
ど
の
相
互
利
用
に
よ
り
効
率
化

が
図
ら
れ
る
た
め
。 

（
４
）
町
有
地
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、

旧
舟
形
小
跡
地
の
利
用
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
当
該
地
区
は
１
０
，
６
４
９
㎡
と
広

く
、
統
合
保
育
所
の
建
設
で
そ
の
一
部
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
利
用
計
画
に

支
障
を
及
ぼ
し
有
効
的
で
な
い
と
判
断
し

た
た
め
。 

 

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年
２
月
に
行
っ

た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
向
や
各

種
説
明
会
で
の
意
見
等
を
参
考
に
し
ま
し

た
。 

（
１
）
保
育
所
の
開
所
日 

 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
） 

（
２
）
保
育
時
間 

 

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

（
３
）
３
歳
未
満
児
保
育 

 

０
歳
（
生
後
６
ヶ
月
以
上
で
保
育
に
耐

　
え
ら
れ
る
児
童
） 

 

１
〜
２
歳
の
児
童 

（
４
）
延
長
保
育 

 

朝
　
午
前
７
時

00
分
〜
午
前
８
時
30
分 

 

夕
　
午
後
４
時

30
分
〜
午
後
７
時
00
分 

（
５
）
一
時
保
育 

 

当
日
の
保
育
依
頼
に
も
応
じ
ま
す

。 

（
６
）
園
児
の
送
迎
体
制 

 

園
児
の
安
全
と
負
担
軽
減
に
配
慮
し
た

　
送
迎
体
制
を
整
備
し
ま
す
。 

 

送
迎
の
対
象
は
３
歳
児
以
上
を
考
え
て

　
い
ま
す
。 

（
７
）
給
食 

 

食
育
の
重
要
性
と
地
産
地
消
を
念
頭
に

　
お
き
、
保
育
所
で
給
食
を
提
供
し
ま
す
。 

（
８
）
育
児
支
援 

 

保
育
所
に
来
て
い
な
い
在
宅
児
童
の
育

　
児
相
談
や
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。 

（
９
）
保
護
者
負
担
等 

　
当
面
、
保
護
者
負
担
金
の
増
額
改
正
は

　
行
い
ま
せ
ん
。 

（
10
）
一
貫
　
教
育
の
推
進
幼
稚
園
・
保

　
育
所
・
小
学
校
の
連
携
を
深
め
、
交
流

　
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

は
じ
め
に 

統
合
の
必
要
性 

 

他
市
町
村
で
は
、
保
育
所
運
営
を
民
間

に
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

舟
形
町
で
は
機
が
熟
す
ま
で
「
公
設
公
営
」

と
し
ま
す
。 

運
営
主
体
に
つ
い
て 

統
合
保
育
所
の
建
設 

保
育
形
態
に
つ
い
て 

これまでの経緯 

平成17年12月 
　 

平成18年 1月 
　 
　 

平成18年 2月 

平成18年 5月 
　 
　 
　 

平成18年 6月 
　 

平成18年 6～７月 

平成18年 7月 

平成18年 7～９月 

平成18年10月 

平成18年10月 

町職員検討委員会中間答申の内容で 
保護者説明会を実施 

各保育所保護者会長との意見交換会 
保育所等入所前児童の保護者との意 
見交換会 

保護者アンケート調査の実施 

町職員検討委員会の最終答申 
最終答申を参考に町の方針を決定 
町議会全員協議会へ方針説明 
保護者説明会を実施 

６月定例町議会　文教民生常任委員 
会の事務調査報告（建設用地提言等） 

地域説明会（町内４地区） 

まちづくり審議会報告 

用地交渉 

町議会全員協議会へ建設用地報告 

保育所建設基本計画策定業務委託 
町立保育所保護者連絡協議会役員と 
の意見交換会　 

保育所統合 保育所統合 
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【
募
集
施
設
】 

      

【
対
象
児
童
】 

　
保
護
者
が
就
労
や
病
気
な
ど
で
、
家
庭

に
お
い
て
児
童
の
養
育
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
、
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

児
童
。 

※
６
ヶ
月
か
ら
２
歳
ま
で
の
児
童
の
定
員

は
若
干
名
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

入
所
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
早
め
に

申
請
・
相
談
し
て
下
さ
い
。 

 

【
保
育
時
間
】 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

 

【
特
別
保
育
】 

　
◆
延
長
保
育
時
間 

　
　
午
前
７
時
30
分
〜
午
前
８
時
30
分 

　
　
午
後
４
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分 

　
◆
乳
児
保
育
…
６
ヶ
月
〜
２
歳
ま
で
の

　
お
子
さ
ん
の
保
育
（
舟
形
保
育
所
）  

　
◆
一
時
保
育
…
家
庭
の
都
合
に
よ
り
、

　
一
時
的
に
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合 

 

    

【
申
込
方
法
及
び
期
間
】 

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左

記
の
必
要
な
証
明
書
を
添
付
の
上
、
お
近

く
の
保
育
所
又
は
役
場
窓
口
へ
平
成
19
年

１
月
12
日
（
金
）
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。 

　
申
込
用
紙
は
、
町
内
の
各
保
育
所
、
役

場
町
民
課
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び
堀

内
出
張
所
に
12
月
１
日（
金
）よ
り
準
備
し

て
い
ま
す
。 

※
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

も
期
間
内
に
入
所
申
請
し
て
下
さ
い
。 

 

【
申
込
書
に
必
要
な
添
付
証
明
書
】 

１
．
居
宅
外
労
働
　

↓
　

在
職
証
明
書  

２
．
居
宅
内
労
働
　

↓
　

就
労
証
明
書  

３
．
母
親
の
出
産
　

↓
　

母
子
手
帳  

４
．
母
親
の
病
気
　

↓
　

診
断
書
、
身
障
手 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳
な
ど  

５
．
病
人
の
看
護
　

↓
　

診
断
書
、
身
障
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳
な
ど  

６
．
家
庭
の
災
害
　

↓
　

町
が
発
行
す
る
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
書  

７
．
そ
　
の
　
他
　

↓
　

証
明
す
る
書
類 

　
家
族
の
中
で
働
い
て
い
る
人
全
員
の
証

明
が
必
要
で
す
。 

※
す
で
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
い
て
も
、

仕
事
や
家
族
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
、
証

明
書
類
を
随
時
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

【
面
接
調
査
（
実
態
調
査
）
】 

　
２
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込

の
あ
っ
た
方
へ
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

 

【
保
育
料
】 

　
保
育
料
は
、
各
世
帯
の
所
得
税
額
な
ど

で
決
定
し
ま
す
。
４
月
〜
６
月
分
に
つ
い

て
は
平
成
17
年
分
の
所
得
で
仮
算
定
し
た

額
を
徴
収
し
、
７
月
分
以
降
は
平
成
18
年

分
の
所
得
を
調
査
し
決
定
し
ま
す
。  

※
２
人
同
時
入
所
の
場
合
、
ま
た
同
時
入

所
以
外
の
第
３
子
の
保
育
料
を
／
（
町
単

独
）
に
軽
減
し
ま
す
。  

 

【 

給
食
が
あ
り
ま
す
】 

　
お
昼
は
給
食
に
な
り
ま
す
が
、
ご
飯
は

持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
昼
食
は
保

育
料
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
） 

【
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
】 

　
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。 

　
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
の

方
で
送
迎
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

■
お
問
い
合
わ
せ
■ 

　
舟
形
町
役
場
町
民
課
福
祉
班 

　
�
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
90
） 

平
成
19
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す 

町
立
保
育
所
　
入
所
児
童
募
集 

　
保
育
所
名 

舟
形
保
育
所 

長
沢
保
育
所 

南
部
保
育
所 

 
90  80 110

 

　
電
話
番
号 

（
32
）２
１
２
０ 

（
33
）２
０
５
７ 

（
35
）２
１
２
９ 

定
員 

3歳未満児 

０ 

5,600 

16,000 

25,600 

34,000 

48,000 

52,000

3歳以上児 

０ 

4,000 

13,600 

23,200 

25,200 

29,200 

31,200

夫婦２人の所得税額等 

生活保護世帯 

町民税非課税世帯 

町民税課税世帯 

64,000円未満 

64,000円以上160,000円未満 

160,000円以上408,000円未満 

408,000円以上 

月額保育料 

延長保育料 

一時保育について 

（単位：円） 

一時保育料 １日 2,000円 

区　分 利用日数 実費負担金 

1ヶ月間の 

利用日数 

１日～15日 

16日以上 月額 

午前７時30分～８時30分 1,500円  

午後４時30分～６時30分　2,000円 

日額　　　　　　　100円 

1
2

　
今
年
度
の
舟
形
町
自
治

功
労
表
彰
式
が
、
11
月
１

日
役
場
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。  

　
こ
の
表
彰
は
、
地
方
自

治
の
振
興
、
産
業
・
経
済

の
発
展
、
学
術
・
文
化
振
興
な

ど
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を

対
象
に
授
与
さ
れ
る
、
町
で
最
も
名
誉
あ
る
表
彰
で
す
。 

　
今
回
は
、
町
内
会
の
活
動
に
長
年
従
事
さ
れ
た
方
や
教

育
・
文
化
振
興
に
貢
献
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
22
名
の
方
が

栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

渡
　
辺
　
勝
　
善
（
紫
　
山
） 

伊
　
藤
　
賢
　
一
（
舟
形
３
） 

伊
　
藤
　
繁
　
雄
（
長
　
尾
） 

伊
　
藤
　
太
　
一
（
　
幅
　
） 

沼
　
澤
　
正
　
重
（
一
の
関
） 

渡
　
邊
　
翔
　
太
（
沖
の
原
） 

伊
　
藤
　
雄
　
太
（
長
沢
３
） 

青
　
柳
　
直
　
也
（
紫
　
山
） 

鈴
　
木
　
愛
　
子
（
長
沢
１
） 

沼
　
澤
　
キ
　
ヨ
（
長
沢
３
） 

沼
　
澤
　
正
　
孝
（
神
奈
川
県

） 

沼
　
澤
　
　
　
明
（
舟
形
４
） 

佐
　
藤
　
克
　
己
（
東
京
都
） 

原
　
田
　
政
　
雄
（
舟
形
４
） 

 

伊
　
藤
　
源
　
士
（
　
野
　
） 

統
計
調
査
員
　
勤
続
満
16
年 

衛
生
組
合
長
　
勤
続
満
15
年 

衛
生
組
合
長
　
勤
続
満
15
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
15
年 

産
業
振
興 

体
育
の
伸
長
に
貢
献
（
相
撲
） 

体
育
の
伸
長
に
貢
献
（
ス
キ
ー
） 

体
育
の
伸
長
に
貢
献
（
ボ
ク
シ
ン
グ
） 

人
権
擁
護
委
員
　
勤
続
満
15
年 

節
婦 

寄
附
行
為
（
土
地
提
供
） 

寄
附
行
為
（
一
般
寄
附
） 

寄
附
行
為
（
教
育
振
興
） 

寄
附
行
為
（
教
育
振
興
） 

寄
附
行
為
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
） 

人
命
救
助 

佐
　
藤
　
　
　
博
（
沖
の
原
） 

佐
　
藤
　
光
　
晴
（
木
　
友
） 

阿
　
部
　
喜
代
美
（
新
　
堀
） 

鍛
　
冶
　
知
　
子
（
舟
形
４
） 

 

沼
　
澤
　
ト
メ
ヨ
（
舟
形
３
）  

農
業
委
員
　
勤
続
満
１
年 

統
計
調
査
員
　
勤
続
満
13
年 

納
税
組
合
長
　
勤
続
満
10
年 

青
少
年
育
成
推
進
員
　
勤
続
満
12
年 

産
業
振
興 

平成18年度 

自治功労 
表彰者 

丸
充
建
設（
株
）代
表
取
締
役 

佐
　
藤
　
　
　
篤
（
新
庄
市
） 

表
　
彰
　
の
　
部 

感
　
謝
　
状
　
の
　
部 

新
庄
も
が
み
農
協
南
部
営
農 

セ
ン
タ
ー
に
ら
部
会 

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
　
勤
続
満
22
年 

最
上
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
　
勤
続
満
14
年 
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自
分
達

自
分
達
の
地
域
地
域
は
自
分
達

自
分
達
で
つ
く
る 

自
分
達
の
地
域
は
自
分
達
で
つ
く
る 

　
町
で
は
行
政
と
住
民
が
協
力
し
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
新
し
い
事
業
「
地

域
協
働
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
回
は

紫
山
町
内
会
の
多
目
的
広
場
改
修
工
事
の
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
地
域
と
町
が
負
担
区
分
を
明
確
に
し
、
協

働
で
実
施
す
る
軽
微
な
投
資
的
事
業
の
こ
と

で
す
。
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針

は
次
の
４
点
で
す
。 

１
、
事
業
実
施
主
体
は
地
域
（
町
内
会
単
位
）

　
と
し
ま
す
。 

２
、
対
象
事
業
は
管
理
者
が
明
確
な
施
設
は

　
対
象
と
し
ま
せ
ん
。 

３
、
町
は
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
原
材
料

　
費
や
重
機
借
り
上
げ
料
な
ど
を
負
担
し
ま

　
す
。 

４
、
地
域
は
労
働
力
、
作
業
人
夫
賃
金
、
土

　
地
補
償
費
、
傷
害
保
険
料
な
ど
を
負
担
し

　
ま
す
。 

地
域
協
働
事
業
と
は
？ 

　
今
回
の
事
業
で
改
修
し
た
点
は 

　
　
①
苔
が
生
え
た
広
場
表
面
の
改
修 

　
　
②
広
場
へ
の
砂
撒
き
と
転
圧 

　
こ
の
事
業
を
行
う
上
で
町
が
算
出
し
た
お

お
む
ね
の
事
業
費
は
26
万
円
程
度
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
事
業
を
実
施
し
て
み
る
と
、

労
働
力
を
地
域
が
負
担
し
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
、
町
が
負
担
し
た
経
費
は
、
材
料
費

と
重
機
借
上
料
な
ど
の
約
14
万
円
に
抑
え
ら

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
上
で
は
紫
山

町
内
会
の
作
業
協
力
者
に
、
建
設
業
関
係
の

経
験
者
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
事
故
な
く
、

ま
た
、
早
期
完
了
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。 

改
修
工
事
の
全
容 

今
後
の
展
望 

　
10
年
ほ
ど
前
、
紫
山
地
区
で
も
ま
だ
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
三

吉
神
社
の
境
内
で
も
あ
る
こ
の
広
場
は
多
く

の
高
齢
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
近
年
、
町
内
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
広
場
の
利
用
者
も

激
減
し
、
苔
が
生
え
る
な
ど
環
境
は
悪
化
し

て
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
中
、
町
で
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
競
技
人
口
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
紫
山
町
内
会
も
例
外
で

は
な
く
、
愛
好
者
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

　
そ
れ
を
受
け
町
内
会
で
は
、
練
習
場
と
し

て
こ
の
広
場
を
改
修
す
る
こ
と
を
決
め
、
町

が
行
っ
て
い
る
地
域
協
働
事
業
で
の
取
り
組

み
を
決
め
た
の
で
す
。 

事
業
実
施
に
至
る
ま
で
の
背
景 

　
こ
の
事
業
で
は
、
①
住
民
の
安
全
確
保
を

第
一
に
し
な
が
ら
、
②
町
の
予
算
を
有
効
的

に
活
用
し
、
③
地
域
の
方
の
協
力
を
得
る
こ

と
に
よ
り
、
工
事
が
早
期
に
完
成
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
改

革
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
、
地
域
の

方
の
要
望
に
す
べ
て
応
え
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
「
自
分
た

ち
の
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」

と
い
っ
た
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
欲
し

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
引
き
続
き
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
の
で
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
課

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

【
担
当
課
：
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班
・
東
部

　
班
・
西
南
部
班
　
�
（
32
）
２
１
１
１
】  

 

　今回は役員ら15名で工事を実施しま

したが、安全確保については課題が残

るようです。 

　そんなに、危険な工事ではありませ

んでしたが、現役の土木業者の方がい

たので事故なく実施することができた

と思います。 

　しかし、10年使っていなかったグラ

ンドが見違えるように立派になりました。

大会に向けてグランドゴルフの練習に

も熱が入ります。 

　また、近所の子どもたちにも使って

欲しいと思います。 

 

安全確保に課題 

（紫山町内会長） 

鈴　木　宥　司 さん 〜
紫
山
町
内
会

〜
紫
山
町
内
会
の
取
り
組
み
〜 

〜
紫
山
町
内
会
の
取
り
組
み
〜 
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わ だ い ⑤  

わ だ い ①  

ＪＡニラ部会が「優秀賞」を受賞 ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ②  

ふながた菊花まつり 

camera
  angle

camera
  angle

写真：菅原富喜氏 提供 写真：菅原富喜氏 提供 

　　　　　　　　　　　　　　　賞 

最優等賞 

優 等 賞 

金　　賞 

金　　賞 

金　　賞 

金　　賞 

 

農林水産大臣賞 

文部科学大臣賞 

山形県知事賞（一席） 

舟形町長賞（二席） 

舟形町議会議長賞（三席） 

舟形町観光協会長賞（四席） 

   花　　名 

精 興 右 近  

精 興 右 近  

国 華 越 山  

精 興 右 近  

泉 郷 明 星  

国 華 絶 景  

　 種　　別 

三本仕立厚物 

三本仕立厚物 

三本仕立厚物 

三本仕立厚物 

三本仕立管物 

ダルマ仕立て 

　　氏　　名（地　区） 

二藤部　俊　一（舟形４） 

二藤部　俊　一（舟形４） 

阿　部　昭　子（舟形１） 

沼　沢　ノリ子（長沢１） 

斉　藤　ヨシエ（西　堀） 

二藤部　俊　一（舟形４） 

　転倒・寝たきり予防プログラム１日体験 
講座がＢ＆Ｇセンターで開催され、健脚度 
測定や在宅運動などの方法を学びました。 
 

　堀内小学校にて町委嘱公開研究発表が行 
われ、県内の教員ら約150名が集まりまし 
た。町の全小中学校は県の英語活動実践モ 
デル校に指定されており、中でも堀内小学 
校は平成15年に文部科学省の全国10校の 
優良校に選ばれるなど、英語教育に関して 
は全国的にも先進校です。 
 

　「ふながた四季体験塾」が開催され、 
紅葉の散策道をハマグリ沼（松橋）まで 
トレッキングしました。 

　11月３日、町芸能フェスティバルが実施 
され、舞踊などが披露されたほか、リサイ 
クルバザーも実施されました。 
 

　10月25日、県庁で「エコエリア」コンクールの

授賞式が行われ、ＪＡにら部会（奥山恵司会長）

が優秀賞を受賞しました。 

　このコンクールは、県が進めている環境保全型

農業の一環として開催されたもので、県内各地で

取り組みを行っている団体の中からより優良な団

体に賞が贈られました。 

　奥山会長は「この度の受賞は土づくりを大切にし、

安全安心なニラづくりが認められたもの。この受

賞を機に今後もより品質の良いニラづくりを目指

したい。」と受賞の喜びを語っていました。 

　今年で13回目を迎えるふながた菊花まつ

りが10月27日～11月３日の期間、舟形若

あゆ温泉清流センター特設会場で開催され、

精魂込めて育てられた158鉢が訪れる人を

楽しませていました。 

　10月31日に行われた審査会での主な入賞

は次のとおりです。 

大泉逸郎さん歌謡ショー 

　10月26日、身体障害者療護施設「光生園」で歌手の大

泉逸郎さんのボランティア歌謡ショーが開催され、大ヒッ

ト曲「孫」などが披露されました。 

　大泉さんはかねてより福祉施設などで歌謡ショーを行っ

ており、前日にも新潟中越地震の被災地にてショーを行っ

てきたばかり。 

　この日は利用者の他にも大勢の方が集まり、歌声を聞き

入っていました。また、会場を回る演出では大勢の方と握

手を交わし、にこやかな笑顔を見せていました。 

　こぶしの里案内人は、舟形の良さを町内外にアピ

ールし、地域活性化につなげることを目的に、地域

の方で結成されたボランティアガイドグループです。 

　現在28人の方が登録し、これまで町内や県内外か

らのお客様を対象に史跡めぐり案内や郷土料理指導、

そばうち指導などを行ってきました。 

　今回、猿羽根山公園でガイド研修会が実施され、

羽州街道の歴史や樹木の種類などを勉強しました。

　４月に発足したこの会ですが、９月末現在で20回

の活動があり、今後も活躍が期待されています。 

こぶしの里案内人から 長沢子ども遊々塾 
　11月４日、今年第４回目の長沢子ども遊々

塾（富樫市男実行委員長）が長沢小グラウン

ドを会場に開催され、児童20名を含む総勢

73名が参加しました。 

　この日の競技は「三世代交流グラウンドゴ

ルフ大会」。参加者は世代混合チーム10組に

分かれ、16ホールで競合いました。 

　今回は、子どもと長沢地区の方との世代間

交流を目的としており、お互いに顔見知りに

なることで、今後の子どもの健全育成と防犯

活動にもつながると期待しています。 

わ

だ

い

③

 

わ

だ

い

④

 

◆氏名…沼澤　真澄 
◆生年月日…S61．4．1 
◆現在の職業は･･･介護士  
◆将来の夢は･･･自分の会社を経営 
　すること  
◆趣味は･･･人間観察  
◆今何がしたい･･･ホストクラブ 
　に行ってみたい  
◆マイブームは･･･天童のくるまや 
　ラーメン  
◆休日は･･･ドライブやショッピング 
◆結婚について･･･23歳くらいま 
　ではしたい  
◆町のいいところは･･･のどかな 
　ところ  
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舟形町の地図に、食材の写真を貼って、どこで生産された 
ものなのかを掲示しています。 

食をもっと考えよう 食をもっと考えよう 
　
食
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
る
現
在
、
地
産
地
消
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
で
も

毎
月
19
日
に
、
町
内
で
と
れ
た
も

の
を
使
っ
て
の
特
色
あ
る
メ
ニ
ュ

ー
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
鮎
、
マ
ッ
シ
ュ
ル

ー
ム
、
ニ
ラ
な
ど
が
献
立

に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
食
材
が
町
の

ど
こ
で
と
れ
た
も
の
な
の

か
、
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
各
学
校
で
地
図
に

示
し
、
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

　
自
分
た
ち
の
町
で
と
れ

た
、
新
鮮
で
安
心
・
安
全

な
食
材
に
つ
い
て
、
関
心

を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
の
味

に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

24

24
24

24

24

＜軟式野球Ｃブロック＞ 

　　第３位　富長ジョーズ（富長小） 

 

＜女子走り高跳び＞ 

　　優　勝　後藤　美紅（舟形小） 

 

＜相撲団体＞ 

　　優　勝　舟形相撲クラブ 

 

＜相撲個人３年生の部＞ 

　　優　勝　西尾　浩暉（富長小） 

　　第３位　小関　啓太（富長小） 

＜相撲個人５年生の部＞ 

　　第２位　原田　純也（富長小） 

　　第４位　原田　宏夢（富長小） 

 

＜相撲個人６年生の部＞ 

　　第４位　奥山　大地（富長小） 

　　第５位　後藤　大樹（堀内小） 

　　第６位　豊岡　廣大（富長小） 

山形県少年少女スポーツ交流大会結果 

●
児
童
福
祉
に
つ
い
て 

　
福
祉
班
で
は
児
童
手
当
の
申
請
受
理
、

給
付
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
児
童
手
当
は
小
学
６
年
生
以
下
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
が
受
け
取
る
こ
と

の
で
き
る
手
当
で
す
。
交
付
を
受
け
る

に
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
お
忘

れ
な
く
。 

 

●
福
祉
医
療
に
つ
い
て 

　
病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
か
か
る
際
、

国
民
健
康
保
険
や
、
社
会
保
険
な
ど
の

基
本
的
な
保
険
制
度
の
他
に
福
祉
医
療

保
険
制
度
が
あ
り
、
福
祉
班
が
担
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
は
「
身

体
障
害
者
医
療
」
「
乳
児
医
療
」
「
母

子
家
庭
医
療
」
の
３
つ
が
あ
り
、
基
本

的
保
険
制
度
に
上
乗
せ
さ
れ
、
医
療
費

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
で
も
基
本
的
保
険
制
度
と

同
じ
く
医
療
証
が
交
付
さ
れ
、
毎
年
更

新
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

●
生
活
保
護
に
つ
い
て 

　
憲
法
第
25
条
に
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を 

営
む
権
利
を
有
す
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

　
そ
れ
に
対
し
国
で
は
生
活
保
護
制
度

を
設
け
て
お
り
、
一
定
基
準
よ
り
収
入

の
少
な
い
方
に
対
し
、
最
低
限
の
生
活

が
で
き
る
た
め
の
生
活
費
を
給
付
し
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
で
は
、
本
人
か
ら
の
申
請

を
県
知
事
が
認
定
し
ま
す
が
、
福
祉
班

で
は
申
請
の
受
理
と
収
入
や
家
族
構
成

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
県
へ
報
告
し
て

い
ま
す
。 

 

●
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
を
持
つ
方
が
利
用
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
統
一
す
る
内
容
の
法
律
で
、

障
害
者
支
援
を
施
設
で
の
保
護
中
心
か
ら
、

地
域
生
活
や
就
労
中
心
に
転
換
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
福
祉
班
で
は
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

障
害
者
の
方
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
方
面
に
渡
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
保
育
所
に
つ
い
て 

　
福
祉
班
で
は
保
育
所
の
運
営
・
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
入
所
に
際
し
て
保

育
料
の
計
算
や
家
族
構
成
な
ど
の
調
査

を
行
い
、
入
所
の
決
定
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
保
育
所
統
合
に
向
け
た

議
論
を
行
っ
て
お
り
、
保
育
所
統
合
検

討
委
員
会
や
地
域
説
明
会
な
ど
の
事
務

も
行
い
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し
て
ご
意
見
・

ご
要
望
の
あ
る
方
は
福
祉
班
ま
で
ど
う
ぞ
。 

□
ど
ん
な
仕
事
し
て
い
る
の
？ 

町民課 
福祉班 

シリーズ 

その８ 

舟形相撲クラブ団体戦で優勝 
　10月７日に開催された山形県少年少女スポーツ交流大会にて舟形相撲クラブが団体戦

で見事優勝しました。 

　現在、舟形相撲クラブのメンバーは12名。主力メンバーの６年生３人は４年生の時か

らのレギュラーで実戦経験は豊富。しかし、

これまで、県内の強豪に阻まれ栄冠を勝ち

取ることはできませんでしたが、今回、最

後の大会で有終の美を飾ることができました。 

　キャプテンの奥山大地くんは「ナンバー

１になることができ、最高の気分です。基

本通り、いつも通りの相撲をとることがで

きたことが勝因。」と語ってくれました。 

 

　平成18年度より猿羽根山スキー場の営業を終了しま

す。当スキー場は、近隣市町村では珍しいナイター設

備のあるスキー場として昭和63年12月にオープンし、

以来昨シーズンまで17シーズンという長い間営業を続

けることができました。 

　国道から近いことや家族で楽しめる斜面やコース、

安価な料金などから大変賑わいをみせていましたが、

近年、スキー人口の減少や近隣市町村にそれぞれスキ

ー場が開設されたことなどから、年々利用者が減少し

ていました。 

　休憩所・トイレの整備や、ハーフパイプコースの新

設などにより利用者の拡大や経費削減を図りましたが、

利用者の減少には歯止めがかからず、スキー場の老朽化

も相まって維持経費が年々増加するようになりました。 

　このような現状の中、この度スキー場の維持管理が

できないと判断するに至りました。ご理解とご了承い

ただきますようお願い致します。 

　これまでの長い間、ご来場いただいた皆様並びに開

設にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

 

〔問い合わせ先〕 

　舟形町役場振興課農業観光班　�32-2111(内線28)

記録　１ｍ25㎝ 

11｜広報ふながた18.11 広報ふながた18.11｜10



 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
12月の若あゆ温泉の休館日は、12月13日（水）、27日（水） 

禁煙のすすめ 
喫煙はあなたの健康をおびやかします。 

「
は
や
く
ね
て
よ
」 

　
　
　
　
あ
き
や
ま
た
だ
し
　
著 

「
藤
沢
周
平
　
未
刊
行
の
初
期
短
篇
」 

　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
周
平
　
著 

「早くねてよー。」お母さんの切

実な願いです。主人公のこうたろ

うくんは、早く寝るためにブタを

数え始めますが・・・。 

　絵も味があって、つい声を出し

て笑ってしまう面白い本です。‘95

日本絵本大賞受賞作品。 

　藤沢周平が作家デビューを果た

す前、無名時代に書いた未刊行の

短篇14篇。庄内藩の抗争を題材に

した歴史短篇「上意討」、男女の

哀しい運命を描いた悪女もの「佐

賀屋喜七」などを収録。40年の時

を経て今、甦るファン待望の一冊。 

 

音
も
な
く
木
の
葉
ひ
と
ひ
ら
ま
た
ひ
ら
り
落
つ
る
山
道
雨
や
み
し
あ
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

喜
び
も
辛
さ
も
共
に
語
り
あ
う
同
じ
世
代
の
友
の
訃
を
知
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

昨
夜
ま
た
や
さ
し
き
母
の
夢
を
見
つ
一
年
法
要
に
山
河
を
走
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

寄
せ
来
た
る
波
は
浜
辺
の
砂
を
這
ひ
歩
き
し
下
駄
の
二
の
字
を
さ
ら
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

暮
れ
早
く
家
路
を
急
ぐ
山
の
道
丘
の
い
で
湯
に
小
さ
き
灯
の
見
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

飯
運
ぶ
み
堂
の
畳
足
底
に
冷
た
く
し
み
る
晩
秋
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

朝
早
く
遡
り
し
鮭
の
尾
を
持
ち
て
友
訪
ひ
く
れ
ぬ
玄
関
先
に 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

雪
の
季
節
迎
え
る
ご
と
に
昂
ぶ
れ
る
遠
き
夷
の
血
の
騒
ぐ
ご
と 

 

　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
見
れ
ば
二
十
五
年
共
に
歩
ん
だ
あ
の
人
こ
の
人 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

秋
空
の
も
と
に
集
い
て
お
別
れ
の
言
葉
を
聴
け
ば
旅
立
ち
近
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
尚
　
子
（
光
生
園
） 

秋
晴
れ
の
涙
々
の
送
る
会
元
気
で
居
て
と
送
る
利
用
者 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
菅
　
野
　
了
　
子
（
光
生
園
） 

虫
の
音
の
途
絶
え
し
夜
の
静
か
な
り
冬
の
足
音
微
か
に
聞
こ
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
お
も
ひ
」
】 

霧
の
朝
声
の
み
き
こ
ゆ
白
鳥
の
紅
葉
い
ろ
ふ
月
よ
く
ぞ
ご
無
事
で 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

う
っ
す
ら
と
Ｙ
の
字
翔
く
白
銀
色
の
霧
中
の
白
鳥
ね
ぐ
ら
い
づ
く  

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

も
の
言
わ
ぬ
月
皓
々
と
秋
の
夜
半
自
分
史
ひ
も
と
く
き
み
を
お
も
ほ
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

は
じ
め
て
の
蕎
お
と
し
豊
か
さ
の
中
木
の
実
し
ぐ
れ
て
秋
惜
し
む
ら
む 

　

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

桐
葉
散
る
い
と
う
ら
ぶ
れ
て
人
も
ま
た
か
く
あ
り
な
ぼ
や
夕
べ
霜
月 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

い
じ
め
ら
れ
い
じ
め
る
者
の
み
に
く
さ
を
哀
れ
と
ぞ
知
り
つ
よ
く
は
ば
た
け 

（
親
か
ら
の
感
化
に
よ
り
い
じ
め
る
子
は
育
つ
と
思
ふ
） 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

道
徳
、
愛
国
心
の
表
示
い
ら
ぬ
政
治
論
爭
子
ら
の
行
方
は 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

    

紅
萩
や
ほ
そ
ぼ
そ
繋
ぐ
形
見
草 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

花
す
す
き
靄
の
し
と
ね
に
眠
り
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

鈴
の
音
の
風
連
れ
歩
く
秋
遍
路 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

し
ず
か
な
る
狭
庭
を
燈
す
石
蕗
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
）

秋
深
し
猿
羽
根
地
蔵
の
笑
顔
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

マ
ラ
ソ
ン
の
児
等
や
花
野
を
　
け
ぬ
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

う
れ
あ
け
び
ず
し
り
と
藍
を
深
め
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

新
米
を
重
ね
盛
り
し
て
朝
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

無
人
駅
降
り
来
る
胸
の
赤
い
羽
根 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

鰯
雲
苦
労
話
に
ふ
れ
も
せ
ず 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

風
に
舞
う
枯
葉
見
る
度
淋
し
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

お
ば
さ
ん
の
彩
り
の
味
菊
薫
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

文
化
祭
わ
た
あ
め
作
り
お
も
し
ろ
い 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

木
の
葉
散
る
季
節
移
り
て
友
の
顔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
年
　
子
（
光
生
園
） 

木
の
葉
舞
う
友
と
別
れ
て
さ
び
し
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
ち
え
こ
（
光
生
園
） 

里
山
の
稲
刈
り
終
え
て
霧
ふ
か
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
東
海
林
　
金
　
光
（
光
生
園
） 

栗
ひ
ろ
い
共
に
過
し
た
日
に
感
謝 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
井
　
上
　
昌
　
子
（
光
生
園
） 

柿
の
実
が
た
わ
わ
に
熟
れ
る
里
の
家 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
酒
　
出
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

燃
え
た
ぎ
る
鳴
子
紅
葉
の
峡
の
中 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

霊
峰
の
錦
秋
鳶
の
砦
出
づ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

鱗
雲
朱
に
染
め
衒
ひ
没
し
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

湯
け
む
り
の
藏
王
山
麓
薄
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
井
　
上
　
美
根
子
（
西
　
堀
） 

 

犯罪被害で悩んでいませんか 犯罪被害で悩んでいませんか 

税
金
・
公
共
料
金
の 

　  

収
納
対
策
を
実
施
中 

「
あ
き
や
ま
た
だ
し
」
の 

絵
本
ラ
イ
ブ 

お
知
ら
せ 

新庄警察署からのお知らせ 

      

　
町
税
や
上
下
水
道
料
金
な
ど

の
公
共
料
金
の
滞
納
者
に
対
し

て
、
町
で
は
住
民
負
担
の
公
平

化
と
財
源
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

職
員
が
収
納
対
策
に
当
た
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
毎
月
定
期
的
な
分
納
な
ど
に

応
じ
て
も
ら
え
な
い
世
帯
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
職
員
が
町
徴

税
吏
員
証
を
携
帯
し
て
家
庭
や

職
場
を
訪
問
し
て
勧
告
し
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
は
法
的
手
段
も

実
施
を
検
討
し
ま
す
。 

　
税
金
・
公
共
料
金
等
は
期
限

内
に
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
11
月
30
日
は
国
民
健
康
保
険

税
（
３
期
）
の
納
期
限
で
す
。 

   

　
全
国
各
地
を
飛
び
回
り
「
絵

本
ラ
イ
ブ
」
を
し
て
い
る
絵
本

作
家
の
あ
き
や
ま
た
だ
し
先
生

が
舟
形
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ

る
か
、
お
楽
し
み
に
。 

▼
日
時
／
12
月
16
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
中
央
公
民
館 

▼
〆
切
／
12
月
12
日
（
火
） 

▼
定
員
／
先
着
２
０
０
名 

▼
料
金
／
無
料 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
中
央
公
民
館
　 

�（
32
）２
２
４
６ 

 

       

  

▼
期
間
／
12
月
３
日
（
日
）
ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時 

（
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
場
所
／
舟
形
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
堀
内
出
張
所
） 

▼
内
容
／
写
真
、
あ
り
人
形
、

人
形
、
古
民
家
（
縮
小
版
）
、

獅
子
頭
、
帆
掛
船
（
縮
小
版
）
、

絵
画
、
土
偶
、
文
化
刺
繍
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
課
西
南
部
班 

�（
35
）２
０
０
１  

  

　
心
停
止
を
起
こ
し
た
急
病
人

に
対
す
る
救
命
手
当
と
し
て
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
具
体
的
な
使
用
法

を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
日
時
／
12
月
６
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
午
後
４
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ

ー ▼
内
容
／
赤
十
字
救
急
法
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習 

▼
料
金
／
１
，
０
０
０
円 

▼
対
象
／
満
15
歳
以
上
の
方
。 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
日

本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部 

�
０
２
３（
６
４
１
）１
３
５
３ 

私
の
作
品
展
開
催
中
!!
 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
開
催 

○被害者支援センターやまがた 
　犯罪や交通事故に遭われた被害者とその家族のための支援団体です。 

　電話相談のほか、面接相談、訪問支援や情報提供などの直接的支援活動を行います。 

　�と　き／火・木曜日、第１土曜日（祝祭日・年末年始を除く） 
　�時　間／午前１０時～午後４時 
　�ホームページ／http://www.yvsc.jp 
　�電　話／�　023（642）7430（なやみぜろ） 
 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線39） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

は 

え
み
し 

ひ 

い
い 

の
ぼ 

も
み
じ 

は
く
ぎ
ん 

と
も 

も
や 

つ
　
わ 

こ 

１）冬期水道料金について 
　　12月分から４月分までの上下水道料金は、冬期間メーター 
　検針ができないため、前年冬期間の使用水量や、最近の使用 
　水量を参考に見込み水量で料金を頂き、５月の検針で冬期間 
　の精算としています。 
　※　冬期間の見込み水量を変更したい方は、お客様番号を確 
　認の上、上下水道班までお知らせ下さい。 
２）水道の冬支度について 
　　冬になり気温がマイナス４℃以下になると、給水管や水道 
　メータ、蛇口が凍って水が出なくなったり、破裂したりする 
　凍結事故が急増します。 

◇給水管や蛇口には、布きれや毛布、あるいは専用の保温材を 
　巻き、濡れないように上からビニールテープを隙間なく巻い 
　て下さい。 
◇メータボックス内には、ビニール袋などに発泡スチロールや 
　布きれなどの保温材を入れて、水道メータを保護するように 
　詰めてください。 
◇水抜き栓（不凍栓）をご利用のご家庭では、お休み前や留守に 
　する時は、水抜きをするのも効果的です。 
　【問い合わせ】振興課上下水道班水道担当　内線35・36

上下水道についてお知らせ 

凍結を防ぐには 　17年度タバコ税 

2 ,090万円が町の 

収入となって、町 

づくりのために活 

用されています。 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

         

　
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

第
21
代
準
ミ
ス
若
鮎
の
早
坂
晃
子
で
す
。

11
月
に
入
り
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
ね
！
今
に
も
雪
が
降
り
出

し
そ
う
な
今
日
こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
元
気

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

　
さ
て
、
10
月
29
日
、
日
曜
日
に
友
人
６

人
と
今
年
最
後
の
芋
煮
会
を
し
ま
し
た
。

（
写
真
右
上
が
私
で
す
。
）
場
所
は
、
学
生

時
代
思
い
出
の
地
、
米
沢
で
す
。
卒
業
し

て
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
ば
か
り

で
と
て
も
懐
か
し
く
、
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
話
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
互
い

に
仕
事
の
話
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を
し

な
が
ら
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
芋
煮
会
の
醍
醐
味
は
す
べ
て
自
分
た
ち

で
行
う
、
芋
煮
づ
く
り
で
す
よ
ね
!!
手
を

真
っ
黒
に
し
な
が
ら
火
を
お
こ
す
作
業
や
、

ツ
ル
ツ
ル
滑
る
里
芋
を
む
く
作
業
は
、
大

変
で
し
た
が
、
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ
な
が
ら
と

て
も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
材
料

は
、
里
芋
、
肉
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ネ
ギ
、

キ
ノ
コ
と
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し
た
が
、

醤
油
と
味
噌
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
味
つ
け
は
、

絶
妙
で
、
お
い
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
芋
煮
の
味
付
け
や
材
料
は
、
地
方
に
よ

っ
て
微
妙
に
違
ん
で
す
よ
ね
。
友
人
た
ち

の
出
身
地
が
山
形
や
米
沢
、
福
島
と
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
の
で
、
味
付
け
を
ど
う
し
よ

う
か
悩
み
ま
し
た
。
更
に
、
芋
煮
の
横
で

ち
ょ
っ
と
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
10
月
下
旬
と
少
し
肌
寒
い
季
節
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
と
て
も
有
意
義
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
帰
り

際
に
、
「
ま
た
絶
対
や
ろ
う
ね
」
と
約
束

し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん

な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

通信通信  通信  

総務課　No.260
12月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

21日（木） 

20日（水） 

12日（火） 

10月２日～11月１日届出分 

沖の原 

舟形３ 

実栗屋 

野 

洲　崎 

舟形３ 

内　山 

大　平 

73（孝　幸） 

39（　剛　） 

85（勇　吉） 

76（新　也） 

71（芳　美） 

84（キミ子） 

83（益　夫） 

79（清　美） 

大類　和男 

伊藤　寛江 

東海林秋夫 

岸　フサ子 

荒澤イセヨ 

豊岡　　朗 

野尻　政治 

伊藤　常雄 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,257人 

：3,418人 

：6,675人 

：1,902世帯 

（－８） 

（－８） 

（－16） 

（±０） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,618人 
女性　2,831人 計5,449人 

(9／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

10
31

 

太　折 

舟形３ 

経壇原 

庄司　祐宜 

樋渡　　響 

　　　　聖 

浅沼　聖也 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

ゆうき 

ひびき 

ひじり 

せいや 

和　義 
雪　花 

□お誕生おめでとう ◆ 

広　一 
洋　子 

慎　一 
智　子 

□ご結婚おめでとう ◆ 

紫　山 

福寿野 

八鍬　　崇 

 

　　　年末の交通安全県民運動 

     

　
つ
い
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
・
・
Ｅ
型
肝
炎
に
感
染
、
原
因
は
豚
の
レ
バ

ー
を
生
で
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

Ｅ
型
？
・
・
肝
炎
っ
て
何
型
ま
で
あ
る
の
??
　 

　
人
に
肝
炎
を
起
こ
す
ウ
ィ
ル
ス
は
Ａ
型
か
ら
Ｇ
型
ま
で
７
種
類
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
の
肝
炎
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
Ａ
型
・

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
肝
炎
に
つ
い
て
。 

肝
炎
の
症
状 

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
、
初
期
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
定
期
的
な
肝
機
能
検
査
に
よ
る
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。 

肝
機
能
検
査
の
主
な
も
の 

①
Ｇ
０
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
た
と
き
に
血 

　
中
に
出
て
く
る
も
の
、
数
値
が
高
い
場
合
は
肝
臓
の
細
胞 

　
が
た
く
さ
ん
壊
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

②
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
が
多
い
場
合
に
高 

　
く
出
ま
す
。 

③
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査 

　
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。（
＋
）
判
定
の
方
は
Ｂ
型

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

④
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査 

　
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
５
歳
ご
と
の
節
目
検
診
を
14
年
度
か
ら
実
施
し

ま
し
た
。
18
年
度
で
終
了
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
40
歳
検
診
時
に
実

施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
＋
）判
定
の
場
合
に
は
Ｃ
型
肝
炎
に

感
染
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

肝
炎
の
感
染
の
原
因
は
な
ん
で
す
か
？ 

Ａ
型
肝
炎 

　
糞
便
に
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
の
摂
取
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。 

　
一
過
性
で
予
後
は
良
好
。 

食
品
の
取
り
扱
い
は
清
潔
を
心
が
け
る
こ
と
、
加
熱
処
理
を
す
る
こ
と

が
感
染
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

Ｂ
型
肝
炎 

　
主
に
血
液
を
介
し
て
感
染
し
、
キ
ャ
リ
ア
は
世
界
で
三
億
人
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。
以
前
は
輸
血
が
原
因
の
大
半
を
占
め
ま
し
た
が
現

在
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
出
産
時
の
母
子
感
染
、
注
射
器
の
共

用
、
性
交
な
ど
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
劇
症
肝
炎
、
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
な
ど
の
原
因
に
な
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
予
防
の
た
め
に
は
、
カ
ミ
ソ
リ
や
歯
ブ
ラ
シ
は
共
用
し
な
い
、
ケ
ガ
の

手
当
を
す
る
と
き
に
血
液
を
素
手
で
取
り
扱
わ
な
い
事
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
通
常
の
生
活
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。 

Ｃ
型
肝
炎 

　
輸
血
や
血
液
製
剤
に
よ
る
感
染
が
大
半
で
す
。
放
置
す
る
と
肝
硬
変

や
肝
臓
が
ん
に
移
行
し
や
す
い
肝
炎
で
早
め
の
対
策
が
大
切
で
す
。 

 

肝
機
能
検
査
を
受
け
た
あ
と
で
。 

　
町
の
基
本
健
診
で
５
人
に
１
人
は
肝
機
能
に
所
見
が
あ
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
肝
臓
は
栄
養
の
貯
蔵
、
解
毒
機
能
、
消
化
吸
収
等
の
重
要
な
役
割
を

持
つ
臓
器
で
す
。
検
診
で
所
見
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特
別
な
症
状
が

な
く
て
も
専
門
医
の
指
導
を
受
け
、
肝
臓
を
い
た
わ
る
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
人
間
ド
ッ
ク
で
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原（
＋
）の
方
は
必
ず
専
門

医
の
指
導
を
受
け
、
経
過
を
見
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。 

（田中）千恵 

Vol.73Vol.73

飲酒運転の徹底追放 
　○飲酒運転４（し）ない運動の徹底 

　　「運転するときは酒を飲まない」「酒を飲んだら車を運転しない」「運転する人に酒を 

　　飲ませない」「酒飲み運転は見逃さない」を徹底 

　○会社や家族、仲間から飲酒運転は出さない運動の徹底 

高齢者の交通事故防止 
　○夕方から夜間の外出は目立つ服装に心がけ、夜光反射材の着用促進 

　○高齢者ドライバーに対する冬道における安全運転指導 

５分早めの行動で冬道の交通事故防止 
　○交差点では「観る・知らせる・やさしい運転」の実践 

　○５分早めの行動でゆとり運転の実践 

シートベルト・チャイルドシートの着用徹底 
　○運転手はもちろん、助手席、後部座席もしっかり着用。 

 

12月１日～12月10日 

（
新
庄
市
） 

急
性
肝
炎
・
・
全
身
倦
怠
感
（
だ
る
さ
）
・
発
熱
・
黄
疸
・
筋 

　
　
　
　
肉
痛
・
食
欲
が
な
い
・
肝
臓
が
腫
れ
る
。 

慢
性
肝
炎
・
・
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
。 

　
　
　
　
徐
々
に
肝
臓
の
繊
維
化
が
す
す
み
肝
硬
変
を
お
こ
し 

　
　
　
　
肝
臓
が
ん
に
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

基
準
値 

ＧＯＴ（１～40） 
ＧＰＴ（１～35） 
ｒ-GTP（１～59） 

がんば
るぞ!!
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先
日
、
第
７
回
山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
の
審
査
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

模
様
は
12
月
４
日
に
Ｙ
Ｔ
Ｓ
で
放
送
さ

れ
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。 

　
今
回
の
Ｃ
Ｍ
作
成
に
は
長
沢
地
区
の

若
い
方
よ
り
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
苦
労
し
て
作
り
上
げ
た

こ
と
も
あ
り
、
仲
間
意
識
が
強
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
町
の
一

員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

い
る
」
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。 

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
来
年
も
大
賞
目
指
し
て
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
!! 

　
「
チ
ー
ム
Ｃ
Ｍ
」
で
は
参
加
者
を
大

募
集
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
づ
く
り
に
情

熱
を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
お
電
話
下
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
舟
形
第
１
町
内
会
（
佐
藤
寛
一
会
長
）
で
は
猿
羽
根
山
公

園
内
の
ふ
れ
あ
い
農
園
を
活
用
し
、
今
年
度
か
ら
町
内
会
で

野
菜
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
付
け
し
た
野
菜
は
夏
の

ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
秋
の
里
芋
や
大
根
や
白

菜
な
ど
計
13
品
目
。
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
、
町
内

会
全
体
で
草
む
し
り
や
追
肥
な
ど
の
管
理
作
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
23
日
、
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
使
っ

て
の
収
穫
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１
年
間
の
管
理
作
業
を
通
じ
て
参
加
者
か
ら
は
、
「
普
段

で
は
会
話
す
る
機
会
が
な
い
方
と
話
が
で
き
て
嬉
し
い
」
「
地

域
の
団
結
力
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
い
っ
た

声
が
出
る
な
ど
、
高
齢
者
の
方
が
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で

生
き
甲
斐
や
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
野
菜
づ
く
り
は
食
に
関
す
る
教
育
に
も
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
近
年
、
家
庭
の
食
育
力
が
低
下
し
、
食
が

乱
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
町
内
会
で
は
こ
の

こ
と
を
重
大
な
こ
と
と
受
け
止
め
、
若
い
世
代
や
子
供
ら
に

も
積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
幅
広
い
年
代
で
食
の
大
切

さ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

「
社
会
の
変
化
で
隣
近
所
で
も
顔
を
知
ら
な
い
な
ん
て
こ
と

も
あ
る
。
野
菜
づ
く
り
と
い
う
大
変
な
作
業
を
一
緒
に
行
う

こ
と
で
、
町
内
会
に
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。
」
と
町
内
会
長

さ
ん
は
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
高
齢
化
が

進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
「
長
生
き
し
て
良
か
っ

た
」
と
感
じ
ら
れ
る
町
内
会
を
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
こ

と
が
第
１
町
内
会
の
「
夢
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。 
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